
まちがいまちにようこそ 

斉藤倫／さく うきまる／さく 及川賢治／え 小峰書店 

かぞくといっしょに、まちがいまちへひっこして

きたぼく。あたらしい町は、まえの町とは大ちがい

です。町のみんなは“けいたいでんわ”ではなく“へ

いたいでんわ”をつかってはなしたり、バスの中で

は“いす”ではなく“りす”にすわったり……。     

にぎやかな町で、たのしいえとことばのまちがい

さがしがたのしめます。 
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ビーだまのように、キラリと光る一冊を 
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きれいずきのマグスおばさん 

イーディス・サッチャー・ハード／ぶん クレメント・ハード／え  

小宮由／やく 大日本図書 

きれいずきなマグスおばさん。どうぶつえんへ出

かける前に、スージーのかおをあらい、かみをとか

します。おさらをあらい、犬をあらい、せんたくを

して、ゆかとネコをみがいてようやくしゅっぱつ。 

どうぶつえんでもサルを見て「きたないわね」、シ

ロクマに「白くないわ」と口出しがとまりません。 

ウィリーのぼうけん 

マーガレット・ワイズ・ブラウン／さく 上條由美子／やく 広野多珂子／え 福音館書店 

ウィリーは、小さなどうぶつがほしくて、いなか

にすむおばあちゃんにでんわしました。 

つぎの日、どうぶつがもらえるときいたウィリー

がまっていると、大きなトラックが 1 だい、いえの

まえにとまりました。おばあちゃんはいったいどん

などうぶつをおくってくれたのでしょう。 

 

たのしいまきばのイースター 

 ロイス・レンスキー／作・絵 佐藤淑子／訳 徳間書店 

あしたはイースターのおまつりです。のうじょう

のどうぶつたちは、いつもおせわをしてくれる大す

きな女
おんな

の子
こ

におくりものをすることにきめました。 

そこへうさぎがやってきて、「イースターのことを

わかっているのはうさぎだけ」とじまんをします。

うさぎは、はりきってたまごに色をぬりました。 

※イースターは、キリストきょうのはるのおまつりです。 

 

 

 

   

      

 

  

 

 

 

 

 
 

 

  
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
  
 



おうちずきん 

こがしわかおり／作 文研出版 

女
おんな

の子
こ

には、おうちがありません。あるのは、つぎ

はぎだらけのずきんだけ。「おうちがほしい」そうつぶ

やいたとたん、ふたりのおばあさんがあらわれます。 

おばあさんがはりといとでドアをぬいつけると、ず

きんがおうちにかわりました。あたたかなひろいおう

ちです。そのおうちに、みんなですむことにしました。 

 
 
 
 
    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あらいぐまのせんたくもの 

 大久保雨咲／作 相野谷由起／絵 童心社 

おばあさんがコインランドリーへいくと、あらい

ぐまにハンカチをあらってほしいとたのまれまし

た。それは、なみだをたくさんふいて〈かなシミ〉

がついたハンカチでした。 

せんたくきがまわっているあいだ、おばあさんは

あらいぐまから、なみだのりゆうをききます。 
 

セミクジラのぬけがら ミッチの道
み ち

ばたコレクション 

 如月かずさ／作 コマツシンヤ／絵 偕成社 

 ミッチが道ばたで見つけたのは、クジラみたいな

かたちをした木のかけら。木のかけらにおちゃがか

かると、なんと本ものの小さなクジラになります。 

ミッチは、セミのぬけがらをたべるこのクジラを

セミクジラと名づけてそだてます。しかしセミクジ

ラは、だんだんげんきがなくなっていきました。 

 

 



ヤナギ通
ど お

りのおばけやしき   

ルイス・スロボドキン／作 小宮由／訳 瑞雲舎 

ハロウィンのよる、リリーとビリーはヤナギ通り

にあるおばけやしきへいきました。「いたずらか、お

かしか！」ときくと、出てきたおじいさんは「いた

ずらをあげる」といいます。 

おじいさんが小さなテーブルに黒
く ろ

いぬのをかけ、

ステッキをかざすと、ふしぎなことがおきました。 

          

 

しぶがき ほしがき あまいかき 

                 石川えりこ／さく・え 福音館書店 

あきのある日。ちえちゃんが木からもいだ、まっ

赤
か

なかきは、口がしびれるほどのしぶがきでした。 

そこで、あまいほしがきにかわるまほうをおばあ

ちゃんにおしえてもらいます。小さなナイフでかわ

をむき、ひもでむすんでつるしたら、お日さまにあ

ててじっくりまちます。 

 

 

 

 

 

  

   

 

 
 

 
 

  

  

   

 

 

    

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

となりはリュウくん    

 松井ラフ／作 佐藤真紀子／絵 ＰＨＰ研究所 

レミは、とおい町からひっこしてきたリュウくん

をすきになれません。入れかわるようにひっこして

いったサキちゃんとくらべてしまうのです。 

いもほりの日、リュウくんはおなかがいたくなっ

たレミのぶんまでいもをほります。かえりみちは、レ

ミのいえまでいもをもつといってききません。 

 

 


